.Windows 2000 

セットアップ 


ストリーミングサーバに Microsoft ® Windows ® 2000 Server 日本語版または Microsoft ® Windows ® 
2000 Advanced Server 日本語版似降 、 「Windows 2000」と呼ぶをインストールずる手順について 
説日月しまず。インストールの方法は購入後、初めて電源を ON にずる場合と再インストールの場合で手順が 
異なりますので読み分けてください。また、インス!ル後、障害が起きた際に早く復旧させるために 
企、要なセットアップについてわ説明していまず。 

巧めて電源を〇糾こするとき（^50ぺージ） . ストリーミングサーバを購入後、巧めて電源を 

ON にすると、 0 S がプリインストールされた 
モデルではハードディスクにインストール巧みの 
0 S のセットアップが始まリます。セットアップ 
の手順とセットアップ完了後に斤う作業について 
説日月します。 0 S がプリインストールされていな 
し巧デルは、「再セツトアップ」を参照してくださ 
い。 


再セットアップ(一日1ページ） .0 S を再セットアップするときの手順について 

説日月します。また、 0 S がプリインストールされ 
ていないモデルでは、別途 OS を贈乂後、本項を 
参照してインストールしてください。 
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初めて電源を ON にずるとを 

箱を開けてからお使いになるまでの手順について、順を追って説 S 月します。再セットアップの際は r 再セッ 
トアップ」を参照してください。 


八ードウエアのセツトアツ 


次の順唐で八ードウエアをセットアップします。 

1 . ストリーミングサーバをラックに取り付ける。（^2章） 

2 . ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置をストリーミングサーバじ接続する。 



プリンタなどの周辺装置はオペレーティングシステムのセットアップを完了してか5接続して 
ぐださい。 

3. 添付の電源コードをストリーミングサーバと電源コンセントに接続ずる。（^2章） 

4. ストリーミングサーバの構成やシステムの用途に応じて目 IOS の設定を変更する。 

己章(こ示ず設を例を参考(こしてください。 



使用ずる OS に合わせて正しく設定してください。 BIOS のパラメータには、プラグ-アンド- 
プレイをサポートずるかどうかなどの項目もありまず。また、日付や時間が正しく設定されて 
いるか必ず確認してください。 


2オペレーテイングシステムのセットアップ 


0 S がバンドルされたモデルを購入された場合は、ストリーミングサーバの八ードディスク 
に、お客様がすぐじ使えるようにパーティシヨンの設定から、 OS ( Mic「osoft Windows 
2000 Server 日本語版）、ストリーミングサーバが提供ずるソフトウエアがすべてインス 
トールされています。 

ここでは，購入時に OS がプリインストールされたモデルのセットアップじついて説 B 月しま 
す。 0 S がプリインス!ルされていないモデルの場合は、別途， 0 S を購人し、この後の 
「再 セッ トアップ」-「シームレス セッ トアップ」を参照してインス I ルしてください。 

，|; ストリーミングサーバの自動インストールツール「シームレスセットアップ」を使用せずに 
OS をインストールしたい場合は、ストリーミングサーバにを巧の C D - RO M 
「 EXPRESSBUILDER 」 に添付のオンラインドキュメント「インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」を参照してください。 
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セットアップを始める前に CD-ROM r 
「 EXPRESSBULDER 」 と添付のフ□、ソピーディスク 
(1 枚)を用意してください。また、この伽こ r プ□ダ 
クトキー」のナンバーをメモしておいてください。 、 


プ□ダクトキーはストリーミングサーバ本体に目よリ付け6れている ID ラベルに記載されて 
います。 Windows 2000のセットアップや再インス!'―ル時におずあ要な情報です。剥が 
したりミちしたりしないようを意してください。もし剥がれたりミちれたりして見えなくなった 
場合はお買い求めの販売店または保守サービス会社に連絡してください。あ6かじめプ□ダ 
クトキーの番号をメモし、化の添付品といっしょにメモを保管されることをお勧めします。 


セットアップの開始 

次の手順でストリーミングサーバを起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置，ストリーミングサーバの順に電源を ON じし、そのまま附 indows を起動ずる。 
[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されまず。 

2 . [次へ]ボタンをクリックする。 

[使用許語契約]画面が表示されます。 

3. [同意しまず]じチェックをして、[次へ]ボタンをクリックする。 

W 峰、使用者をやプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されまず。 

4. 画面の指示(こ従って必要な設ををずる。 

セットアップの終了を知らせる画面が表示されます。 

自動的にシステムのアップデートが実行され、 [Windows 2000セットアップウィザードの完了] 
ダイア□グボックスが表示されます。 

已.[完了]ボタンをクリックずる。 

再度、ストリーミングサーバが再起動します。 

[Windows 2000サーパの構成]ダイア□グボックスが表示されたら、 OS のインストールは完了 
でず。 


Windows 2000 Server 

\ 

' Product Kev: 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

00000 -000-000-000 
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デバイスドライバのセットアップとアップデート 

本体に標準装備のネットワークとグラフィックスアクセラレータなどについてセットアップ 
またはアップデートをしまず。オプションのデバイスでドライバをインス I ルしていない 
ものがある場合は、オプションに添付の説 B 月書を参照してドライバをインストールしてくだ 
さい。 


PROSetn 

PROSetl は、ネットワークドライバに含まれるネットワーク機能確認ユーティリティで 
す。 GigaEthemet の設定にあ須です。あずインストールしてください。 

PROSetl を使用することにより、と J 下のことが巧えます。 

• アダプタ詳細情報の確認 

• ループバックテスト、パケット送信テストなどの診断 
• Teaming の設定： 

ネットワークアダプタ複数枚をチームとして構成することで、サーバに耐障害性に優れた 
環境を提供し、サーバースイッチ聞のスループットを向上させることができます。このよう 
な機能を利用する場合に PROSet I が必要になります。 

PROSetl をインストールする場合は、じ(下の手順に従ってください。 

1.CD-ROMrEXPRESS 己 UILDER」 を CD-ROM ドライブ1こセットする。 

己.スタートメニューの[プ□グラム],[アクセサリ]の順にポイントし、[エクスプ □- ラ]をクリッ 
クする。 

3. レ CD-ROM のドライブレター >:¥VVINNT¥W2K¥R 己31 C¥HD 1 ¥PROSe に ¥IA32¥se 山 p.exe」 
をダプルクリックする。 

[Intel(R) PROSetl Se 山 p] が起動します。 

4. [机 elcome] ウィンドウの [Next] ポタンをクリックずる。 

「デジタル署をが見つかりませんでした」のダイア□グメッセージが表示された場合は> [はい]を 
選択して<ださい。 

[Intel(R) PROSet I Setup] にに etup Complete] ウィンドウが表示されます。 

已. [Finish] ボタンをクリックずる。 

[Intel(R) PROSet I Setup] が終了します。 

6 . システムを再起動する。 
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ネットワークドライバ 

標準装備の3つのネットワークドライバは、自動的にインストールされまずが，それぞれの 
転送ま度と Duplex モードの設をがあ要です。 

，|; サービスの追加にて、 [ネッ トワークモニタ]を追加することをお勧めします。 [ネット 
ワークモニタ]は、 [ネッ トワークモニタ]をインストールしたコンピュータが送受信する 
フレーム（またはバケット）を監ネ見することができます。ネットワーク障害の解がなどに 
有効なツールです。インストールの手順は、この後の r 障害処理のためのセットアップ」を 
参照して < ださぃ。 

1. [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスで， [ Intel ( R ) PROSetl ] アイコンをダブルクリック 
する。 

[ Intel ( R ) PROSetl ] ダイア□グボックスが表示されます。 

2. リスト中の 「Intel 8255 x-based PCI Ethernet Adapter (10/100)」 ネットワークドライパに 
マウスカーソルを合わせる。 

3. [ Advanced ] タブをクリ、ソクし 、 [Link Speed & Duplex ] を HU 巳の設定値と同じ値(こ設定ずる。 

4. リスト中の rinteKR ) 82544 GC based network connection 」 ネットワークドライパにマウス 
カーソルを合わせる。 

日. [Link C 日 nfig ] タブをクリックし、 Speed と Duplex の値を HU 巨の設定:値と同じ値に設定する。 

もう一方の GigaEthernet ネットワークドライパも同様に設定してください。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追力 □/ 削除をしてください。[ネットワークとダイ中 
ルアップ接続]か6□—カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて巧います。 


Adapter Fault Tolerance(AFT)/Adaptive Load Balancing(ALB) 
のセットアップ 

Adapter Fault Tolerance ( AFT ) とは、複数のアダプタでグループを作り、使用されている 
アダプタに障害が発生した場合に自動的にグループ内の他のアダプタに処理を移行させる 
ちのです。 

また 、 Adapter Load Balancing ( ALB ) とは、複数のアダプタでグループを作り > サーバ 
か6の送信パケットをグループすべてのアダプタか6巧うことにより、スループットを向上 
させるものでず。この機能は AFT 機能を含んでいます。 

AFT / ALB 機能を使用する場合は、じ(下の手順に従ってセットアップしてください。 

两~〇 • AFT / ALB のセットアップは、ドライバインストールを、必ず再起動した後に行う'ぶ夏 
B 重马 があ0まず。 

• Adapter Teamin 呂 ( AFT ) のグループとして指定ずるアダプタは、同一八ブまたは 
スイッチ、異なるパブまたはスイッチのどち5の接続でも使用できまず。異なるパブ 
またはスイッチに接続ずる場合は、ずべて同一 LAN (同ーセグメント)上に存在ずる必要 
がありまず。また、接続はカスケード接続としてください。 

• Adapter Teamin 呂 ( ALB ) のグループとして指定ずるアダプタは、ずべて同一し AN 上 
に存在ずる必要がありまず。別々のスイッチに接続した場含は正常に動作しません。 
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1. ロントロールパネル]ダイア□グボックスで， [ Intel ( R ) PROSetl ] アイコンをダプルクリック 
する。 

[ Intel ( R ) PROSetl ] ダイア□グボックスが表示されまず。 

2. リスト中の rintel 8255 x-based PCI Ethernet Adapter (10/100)」 または 「 InteKR ) 82544 GC - 
based network connection 」 じマウスカーソルを含わせ、 ちクリ、ソク する。 

プルダウンメニューが表示されます。 

3. [Add to Team >] を選択し 、 [Create New Team ...] ボタンをクリックする。 

[Tearning Wizard ] ダイア□グボックスが表示されまず。 

4. 「Adapter Fault Tolerance 」 または 「Adaptive Load Balancing 」 を選択し、[ぶへ]ボタンを 
クリックずる。 

己.チームにするアダプ女をチェックし、[次へ]ボタンをクリックする。 

6. [完了]ボタンをクリックずる。 

7. [ Intel ( R ) PROSetl ] ダイア□グボックスに戻るので、 [ OK ] ボタンをクリックする。 

8. システムを再起動する。 


グラフ ィッ クスアクセラレータドライバ 

標準装備のグラフ ィ、ソ クスアクセラレータ用ドライバをアップデートします。 
オプションのグラフ ィ、ソ クスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボードに添付 
されている説明書に従ってドライバをインス I ルしてください。 


1. CD - ROM 「 EXPRESS 己 UILDER 」 を CD - ROM ドライプにセツトする。 

吕.スタートメニューの[プ□グラム]一[アクセサリ]から[エクスプ □- ラ]をクリックずる。 

3. レ CD - ROM のドライブレター >:¥ WINNT ¥ VIDEO ¥ W 2 K 」 ディレクトリ内のに etup . exe ] アイコン 
をダブルクリックずる。 

4. メッセージじ従ってインストール作業を進める。 

途中で r ディジタル署をが見つかりませんでした。..」というメッセージが表示された場合は. 
[はい]ボタンをクリックして，インストールを続けて<ださい。 

已. CD - ROMrEXPRESS 巳 UILDER 」 を CD - ROM ドライブから取り化し，画面の指示に従ってシステ 
ムを再起動ずる。 
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3 システムのアップデート 〜 Service Pack の適用〜 


システムのアップデートは 、 Service Pack の適用と各デバイスのドライバのアップデート 
を斤うものです。プレインス I '―ルモデルや、 0 S のインストールを指定されて購入された 
場合には自動で適用されますが、次のような場合は、あずシステムのアップデートを行って 
ください。 

• システムの修復を行った場合 
• システムの構成を変更した場合 

• 0 S をき斤規にインストールした場合 

• CPU を増設した場合 

• バックアップ媒体か6システムをリストアした場合 

(Service Pack 関連の Express 5800用差分モジュールを適用したシステムの場合は、 
再を RUR のフ□、ソピーディスクを使用して Express 5800用差分モジュールを適用して 
ください。このとき Service Pack を再適用するみ要はありません。） 

管理を権限のあるアカウント 
( Administrator など)でシステムに□グイン 
した後， CD - ROM 「 EXPRESS 己 UILDER 」 

をストリーミング サーバの CD - ROM ドライ 
ブにセットしてください。 

表示された画面「マスターコント□—ル 
メニュー」の[ソフトウエアのセットアップ] 

を左クリックし、メニューか6[システムの 
アップデート]をクリ 、ソク すると起動しま 
す。 W 降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進め 、 Service Pack の適用 
と、ドライバのアップデートを行ってくだ 
さい。 
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障害処理のためのセツトアツ 



障害が起きたとき、より早く、殖実に障害か6復旧できるよラに、あ6かじめ次のような 
セツトアップをしておいてください。 


メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

ストリーミングサーバ巧のメモリダンプ（デバッグ情報）を揉取するための設走です。 

M-O メモ U ダンプのミち意 

• メモリダンプの}采取は保守サービス会社のな守員び行いまず。お客様はメモリダンプの 
設定のみを巧ってください。 

• ここで示ず設定を、障害び発生し、メモリダンプをなをずるために再起動ずると、起動 
時に仮想メモ U び不足していることを示ずメッセージび表示される場合がありまずび、 
そのまま起動してください。起動し直ずと、メモリダンプを正しくな巧でをない場合が 
あ0まず。 


次の手順に従つて設定します。 


1. スタートメニューの[設定:]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 
[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 


2. [システム]アイコンをダブルクリックずる。 

[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 


3. [詳細]クブをクリックずる。 

4. [起動/回復]ボタンをクリックずる。 



已6 


































日. テキストボックスにデパッグ情報を書き 
込む場所を入力する。 

< D ドライプに 「 MEMORY . DMP 」 という 
ファイルをで書き込む場合> 

D :¥ MEMORY.DMP 


过过 




既定のオペレーティンヴシステムを)： 


1 "'Microsoft Windows 2000 Server * /fasidetect 

zl 

P オペトティンヴシステムの一度をまモする也） |30 

± j も間 


-システムエラ'- 

F ' .テム□ぐ r -; ::ちまき k •むが 
口管巧普吿をさ這するを） 

口自納うに再おお!する(を 
デバ》ク辟 R の吾きをみ 



[ 


キでン t ル」 


P -0 

• デ, 


ff 園 

デバッグ情報の書を込みは[カーネルメモリダンプ]を指定ずることを推奨しまず。 


ストリーミングサーバに搭載しているメモリ容量 +12 MBiy 上の空き容量のあるドライプを 
指定してください。 

メモリを増設した場合は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズが変わりまず。 
デバッグ情報（メモリダンプ）の書き込み巧のをき容量を確認してください。なお、搭載 
メモリサイズが 2 GBiy 上の場合のダンプファイルサイズの最大は2048 MB となるので、 
空き容量はに 048 MB +12 MBJ を目まにしてください。 


目.[パフォーマンスオプション]ボ女ンを 
クリックする。 

7. [仮想メモリ]ダイア□グボックスの 
[変更]ボタンをクリックする。 


立ぶ 


全お I ネットワ-ウのい、—ドな r ア U — ザ-ブロフ?イル託を田 
/仿-ア■/ス' - - 


mti . /りォ-マンスオフシヨソ主、3ンむ-夕の化:里速面こを留するアブリケ- 

^> シ3ンのがリのほい方を音巧します。 

■ p ::—— パク去こすシス—オブシ松'の :::……―I 

七 ■ 

巧巧を巧-^- 

^ 巧巧でなは、特定のほさ目の’ちがの巧巧先を}旨ミします。 

巧巧巧な &)— I 


鸟《絡鑑島傑 •とコン ピュ-欄化する。選ち 

捏なほ < SX .. I 


0K I キサンむレ J ，を用み 


8. [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を搭載^モリサイズの 
約け倍に設定ずる。 




• 必ず OS パーティシヨンに上記のサイズで作成してください。 STOP エラー発生時にデバッ 
グ情報(メモリダンプ)を採取ずるために必要でず。ページングファイルの[初期サイズ]を 
「推奨」値未満に設定ずると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場合があり 
まず。 

• 障害発生時に備えて、事前にダンプスイッチを巧して、正常にダンプが採取でをることの 
確認を巧うことをお勧めしまず。 

• メモリを増設した劇ま、必ずメモリサイズに合わせてベージングファイルの再設定を行って 
ぐださい。 


9. [0 K ] ボクンをクリックする。 

設走の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されまず。メッセージに 
従って再起動してください。 
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ワトソン博±の設定 

Windows 2000ワトソン博±はアプリケーションエラー用のデバッガでず。アプリケーショ 
ンエラーをお化するとストリーミングサーバを彭断し、診断情報（□グ ) を記録します。診断 
情報をな取できるよう次の手順に従って設をしてください。 


1 . スタートメニューの[ファイル名を指をして実ち]をクリックする。 


吕.店前]ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と乂力 
し， [ OK ] ボタンをクリックする。 

[Windows 200〇ワトソン博±]ダイア □ 
グボックスが表示されまず。 


3. [□グファイルパス]ボックスに該断情報 
のおを先を指をする。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイル名で 
保をされます。 

I チ：:ック I 

ネットワークパスは指をできません。 
□一カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 

4. [クラッシュダンプ]ボックスじクラ、ソ 
シュダンプファイルの保存先を指をず 
る。 

•L 回 

「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 




已.[オプション]ボックスじあるホのチェックボックスをオンにずる。 

□ ダンプシンボル テーブル 
□ すべてのスレッドコンテキストをダンプ 
□ 既をの□グファイルじ追出 
□ クラッシュダンプファイルの作成 

それぞれの機能の説明じついてはオンラインヘルプを参照してください。 


已. [ OK ] ボタンをクリックずる。 
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ネットワークモニタのインス I -ール 

ネ、ソトワークモニタを使用ずることにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができまず。ネットワークモニタを使用ずるためには、インストール後、システムの再起動 
を行う必要がありまずので、障害が発生ずる前にインストールしておくことをお勧めしま 
ず。 

1 . ス女ートメニューから[設を]をポイントし、[コント□ールパネル]をクリックずる。 

[コント□-ルパネル]ダイア□グボックスが表示されまず。 

2 . [アプリケーションの追力□と削除]アイコンをダプルクリックする。 

[アプリケーションの追力□と削除〕ダイア□グボックスが表示されまず。 

3. [ Windows コンポーネントの追化と削除]をクリ、ソクずる。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオンじして[次へ]ボクンをクリック 
する。 

已.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された攝合は 、 Windows 2000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライブにセットして〔〇のボタンをクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスの[完了]ボタンをクリックずる。 

7. [アプリケーションの追力□と削腳ダイア□グボックスの[閉じる]ボタンをクリックする。 

8. [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 


ネットワークモニタは、スタートメニューから[プ□グラム]一[管理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックずることにより、起動ずることができます。 

操作の説明 じついて は、オンラインヘルプを参照してください。 



ン/周进装置のセツトアツ 



オプシヨンや周辺装置のデバイスドライバや周辺装置が提供ずるアプリケーシヨンのイン 
ス I -ールや設をについては、周辺装置に添付の説巧書を参照して<ださい。 
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6 管理ユーテイリテイのインストール 


0 S がプリインストールされたモデルの購入時の八ードディスクじは，管理ユーティリティ 
がインストールされています。例として次のようなソフトウェアがあります。 

• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス 

• ESMPRO / UPSController (本ソフトウ i アを購入された場合の み） 

[スタート]メニューの[プ□グラム]じインストールしたユーティリティのフォルダがあるこ 
とを殖認してください。ユーティリティによっては、お客様でご使苗になる環境に合った 
状態に設定または殖認をしなければな6ないものもあります。4章を参照して使用環境に 
合った状態に設定して<ださい。 

また、 その他にもストリーミングサーバ管理用のユーティリティが添付の CD-ROM 
「 EXPRESSBUILDER 」 に収録されています。4章を参照して、か要に応じてインストール 
してください。 

詳細にっぃては、4章または装置に添付されてぃる別冊の説明書などを参照してほ用環境に 
合ったが態に設をしてくださし、。 

また、ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもありま 
す。詳しくは4章を参照してくださし、。 

两一〇 再セットアップを行ったときや 0 S を別途購入したモデルのセットアップをしたとをは、 
個別にインス!ルしてください。（一部、シームレスセットアップの設定によって 0 S と 
-緒に自動でインス!ルされるものもありまず。） 


システム情報のバックアッ 


システムのセットアップが終了した後，オフライン保守ユーティリティを使って、システム 
情報をバックアップずることをお勧めしまず。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧 
(リストア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 

1. 3.5 インチフ□、ソピーディスクを用意する。 

吕. CD - ROMrEXPRESS 己 UILDER 」 をストリーミングサーバの CD - ROM ドライブじセットして， 
再起動ずる。 

EXPRESS 己 UILDER から起動して 「 EXPRESS 己 UILDER トップメニュー」が表示されます。 

3. [、ソール]-[オフライン保守ユーティリティ]を選ぶ。 

4. [システム情報の管 a ] か6[退避]を還おずる。 

W 降は画面に表示されるメッセージじ従って化 a を進めて<ださい。 
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再セツトアツつ 


システムの破損などが原因でオペレーティングシステム (0 S ) を起動できなくなった場合などにここで説明 
する手順に従ってストリーミングサーバを再セツトアップしてください。 




再セットアップをする前にシステムの修復を試してみてください。詳しくは6章をご覧くださし、。 


再セットアップには、次の2つのち法があります。 

• シームレスセットアップ 

スト リー ミング サーバ 専用の自動インス トールツール 
です。煩雑なセットアップを自動で行いまず。また、 

セットアップ中は、セットアップの状況を監視した 
り、セットアップ中に設定項目を違択したりすること 
なく無人でセットアップを完了させることができま 
す。 

シームレスセットアップは添付の CD - R 0 M 
「 EXPRESSBUILDER 」 のメニューか6起動します。 

シームレスセッ ト アッ プの詳細な手順については、 

この後の説明を参照してください。 

• マニュアルセットアップ 

Windows 2000 CD - ROM を使ってインストールずるちまでず。パーティシヨンの設走やディスク 
アレイの設定、ネットワークの設走などすベての設定項目を手動で行わなければなりません。セット 
アップ中は、席から韻れることができず、煩雑な作業を伴います。ストリーミングサーバのセットアッ 
プは r シームレスセットアップ」を利用することをお勧めします。マニュアルセットアップの詳細に 
ついては、 「 EXPRESSBUILDER 」 じ収録されているオンラインドキュメント「インストレーシヨンサプ 
リメントガイド」を参照してください。 


ののま的な M ラタ—$サ巧はの巧定か 6 0 S . さあ 
ユーティリティのインストールまでちホ巧の 
CD-ROU rEXPRESSBLI ILDERJ をほって切れ目な’ 
<シームレスで）它ットアッブできる Express- 
5 80 0 シリーズ巧自の坛ットアッブち法 T す， 

1、ー ドディスウを M 入巧のげほと*なるパーティ 
9ン巧ちで巧用する南さた日 S を S インスト ー J 
すを巧 >^3. シームレスたットアッブを历用して 
くだ3い。''! ONt な t ットアッブ S この巧巧び代 
わ，て。います 

シームレスむットア•ノブ13、坛；聞お 
するお I こ e ットアッブ I こ•と要な I 田がさ SS し 
コロッビーディスクに(呆巧し. t ットアップの巧 
I こその巧巧 S 理一结み化して自巧的に 一 a の吃ツ 
トアッブそなめるとし1うをのです。 

このとき•巧再3れるコロッビーディスクのことを 
r 坛ットアッブバラメーさ PDJ と巧ぴ王す。 
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EXPRESS 目 UILDER の「シームレスセットアップ」磯能を使ってストリーミングサーパを 
セットアップしまず。 

r シームレスセットアップ」とは、 j \- ドウエアの内部的なパラメータや状態の設定から 
Windows 2000 . 各種ユーティリティのインストールまでを添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで)セットアップできるストリーミン 
グサーバ独自のセットアップ方法です。八ードディスクを購人時の状態と異なるパーティ 
シヨン設定で使用ずる場合や OS を再インストールずる場含は、シームレスセットアップを 
使用してください。頰雑なセットアップをこの機能が代わって行います。 

シームレスセットアップは、セットアップを開始ずる前にセットアップに必要な情報を編集 
しフ□、ソピーディスクに保をし、セットアップの際 I こその情報を逐一読み出して自動的に 
一連のセットアップを進めるというものです。このとき使用されるフ□、ソピーディスクの 
ことを r セットアップパラ；<-夕 FD 」 と呼びまず。 

jl ： • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの違中で設ま：.選巧する 
rtvn 情報がイ呆なされたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で巧いま 
す。この間は、ストリーミングサーバのそばにいて設をの状況を確認する也、要はありま 
せん。また、再インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用 
すると、前回と同じが態にストリーミングサーバをセットアップすることができます。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアッ プパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある 「 ExpressPicnic ®」 を 使って 
事前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力や選巧しなければならない項目を省略することができます（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。ストリーミングサーバの他に Windows 95/98 、Windows NT 3.51 
■ L ソ降、または Windows 2000で動作しているコンピュータがお手元にある場合は、 
ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアツプ情部を編集しておくことをお勧めし 
ます。 


ExpressPicnic を使ったセツトアップパラメータ FD の作成ちまについては、4章で説明 
しています。 
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OS のインス!ルについて 

0 S のインストールを始める前にここで説明ずるを意事項をよく読んでください。 


本装置がヴポートしている OS について 

Windows 200日の中でストリーミングサーバがサポートしている OS は 「 Microsoft ® 
Windows © 2000 Server 日本語版」と 「 Microsoft ® Windows © 200日 Advanced Server 
日本語版」でず似降 、 「Windows 2000」と呼ぶ)。 


オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合 

オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールずる場合は、90ぺージの「オプション 
の大容量記憶装置ドライバのインストール」を参照して、セツトアップ情報ファイルを作成 
してください。 


BIOS の設定について 

Windows 2000をインス I ルする前に八ードウエアの BIOS 設定などを殖認してくださ 
い。5章を参照して設定して<ださい。 


インストールにお要なちの 

W 下のちのを届意して < ださい。 

• EXPRESSBUILDER ( CD - ROM ) 

• Microsoft Windows 2000 Server CD - ROM または Microsoft Windows 2000 
Advanced Server CD-ROM 

• Microsoft Windows 2000 Service Pack CD-ROM (Service Pack を適用する場合） 

• セットアップパラメータ FD (または 1.44 MB フォーマットミきみの 3.5 インチフ□ッピ ー 
ディスク1枚） 

• ユーザーズ ガイド(本書） 

r プ□ダクトキー」を植認しておいてください。 

0 S がバンドルされていたストリーミングサーバの 
プ□ダクトキーはストリーミングサーバ本体に貼り 
付けられている ID ラベルに記載されています。 

別途 0 S を購人した場合は、 0 S の CD ケースに記載 
されています。 
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Windows 2 日 00 につし)て 


Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできまず。ただし、次の点に 
ついてミ主意してください。 

TI -0 • インス I -ールを始める前にオプションの増設やストリーミングサーバ本体のセット 
區重言 アップ ( BIOS やオプションボードの設定)をずベて完了させてください。 

• 別売のソフトウェアパッケージにも、インス!ルに関ずる説明書び添付されている場 
合がありますが、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照してください。 

• シームレスセットアップを完了した後に己2ページを参照してデバイスドライバのセッ 
トアップとアップデートを巧ってください。 

• シームレスセットアップを完了した後に日白べージを参照して r メモリダンプの設定 J 
などの障害処理のための設定をしてください。 

八ードディスクの接続について 

0 S をインス I ルしない八ードディスクは、 OS をインストール後に接続してください。 

ミラー化されているボリユーム への インス I "ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、 
インストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戻し、インストール 
完了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除、および削除は[コンピュータの 
管理]内の[ディスクの管理]から行えまず。 

作成ずるパーティションサイズについて 

システムをインストールするパーティションの必要最小限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

1000 MB +ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 


インス I -ール1こ必要なサイズ 
搭載メモリサイズ X 1.5 
搭載メモリサイズ+ 12 MB 


1000 MB 

ページングファイルサイズ(推奨) 
ダンプファイルサイズ 


謂"〇 • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報（メモリダンプ)採取のために必要な 
サイズでず。ページングファイルサイズの巧]期ヴイズを r 推奨 J 値未満に設定ずると正確 
なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場合がありまず。 

• 1 つのパーティシヨンに設定できるぺージングファイルサイズは最大で 409 己 MB で 
ず。搭載メモリサイズ XI .已倍のヴイズが 40 目已 MB を超える場合は、 409 已 MB で 
設定してください。 

• 搭載メモリサイズび 2 GBiy 上の場合のダンプファイルサイズは、 [204 SM 日 +12 M 日 J 
でず。 

例えば、搭載メモリサイズが目 12 M 目の場合、必、要最小限のパーティシヨンサイズは、上記 
の計算方法から 

1000 M 巨 + (512 MB X 1.5) + (512 MB + じ MB ) 二 2292 MB 
となります。 
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シームレスセットアップでインストールする場合、必要最小限のバーティシヨンサイズは、 
じ(下のように計算してください。 

• Windows 2000 Service Pack を適用しない場合 

「上記の必、要最小限の"ーティシヨンサイズ」もしくは rsOOOMB 」 のうちどちらか大きい方 

• Windows 2000 Service Pack を適用する場合 

「上記の化要最小限のバーティシヨンサイズ+ 850 IVIB 」 もしくは r 4095 MB 」 のうち 
どちらか大きい方 


ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクへの再インスIルについて 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既をのパーティシヨンを残し 
たままでの再インストールはできません。 

既存のパーティシヨンを残したい場合は、 CD - ROMrEXPRESSBUILDER 」 に格納されて 
いるオンラインドキュメント r インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照して再イン 
ス I ルしてください。 

インスト レーシヨ ンサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインストールに 
関するを意事項が記載されています。 

ディスク構成について （「MAINTE P」 と表示されている領域について） 

ディスク領域に、 「 MAINTE _ P 」 と表示された領域が存在する場合がありまず。 


[mim mw 1 ゎ > 


I を fe I 隆 L 画 



「 MAINTE - P 」 

構成情報サユーティリティを保存 
するための保守巧パーティション 
です。削除しないでください。 


立ぶ般さを吾《二;） 
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セツトアップの流れ 


シームレスセットアップで行うセットアップの流れを図に示します。 



巧る M ま意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


■ No™ インストール方法を還択する 


フロッピーディスクをセツトずる 


確認 


■中止 ■ セットアップパラメータフアイルを選巧ずる 


新規ファイル 


0S を選巧ずる 


’既存のファイル 


セツトアップパラメータフアイルのチェック 


正常 


異常設をの確認•修正を巧ラか選巧ずる 

I 


再選巧 
■が必要 ■ 
な場合 


設定を確認-入力をずる 


■ 

0K 


巧選巧 ■ 



ディスクアレイのコンフィグレーション 

i 

再超動 
i 

保ず用/ ティションの作成 
i 

再起動 

i 

ち種ユーティ U ティのインストール 

i 

再超動 

i 

OS パーティションの作成 

i 

再超動 

i 

OS パー ティションの フォー マット 

i 

NEC モジュールのコピー 
i 

選択したアプ U ケーシヨンのモジュールのコピー 


J :入力や選択が必要な作業 
] :自動のに作業が進む內容 
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セツトアップの手順 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設走したセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできますが，その場合でも MS-DOS 1.44 MB フォーマッ 
卜済みのフ□、ソピーディスクが1枚あ要となりまず。セットアップパラメータ F D は 
EXPRESSBUILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを巧庙ずるか，お客様でフ□ッピ ー 
ディスクを1枚苗意してください。 

0 S を新規にインス I ルした場合、システムの構成を変更した場合は日已ぺージを参照 
た3 して r システムのアップデート J を巧ってください。 


1 . 周辺装置、ストリーミングサーバの順に電源を ON じする。 

吕.ストリーミングサーパの CD - ROM ドライブに CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 をセツトする。 

3. CD - ROM を セツ トしたら、 リセ、ソ トする（く Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON してストリーミングサーパを再起動する。 

CD - ROM からシステムが立ち上がり、 EXPRESS 巨 UILDER が起動しまず。 

しばらくすると 「 EXPRESS 巨 UILDER トップメニュー」が表示されまず。 


已.[シームレスセットアップ]をクリック 
する。 


m 


の巧が的なバラ？（—夕やげ巧め巧定か6 os 、 ちあ 
ユーティ U ティのインストールまでち;'ホ巧の 
CD-ROU rEXPRESSBJ 1LDERJ をほって切〇目な’ 
< •ンームレスで） t ットアッブできる Express - 
5800シリーズ巧自のむットアッブち走です. 

n - ドディスクを巧入巧のけ巧と a なるパーティ 
8ン巧ちでほ用する南さ^：» 0 S を再インスト ー J 
すをシームレス它ットアッブを®用して 
ください,'た•ノトアッブちこの柏!巧巧代 
わってけい王す，'''''-- 

シームレスたットアッブけ、だ^:を巧な 
するお I こ亡ットアッブにと至な怕扣？お*し 
コロッビーディスクに巧巧し， C ットアップの怡 
I こその巧が S 逐一窃み化して自巧的に 一 a の C ツ 
トアッブを巧めると U うをのです。 
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己.「セットアップパラメータ FD 」 をフ□ッピーディスクドライプにセットし、[磕 f 剖ボタンをクリツ 
クずる。 


I チェック I 

「セットアップパラメー女 FD 」 をお持ちでない場含でも、空の 1.44 M 巨のフォーマット済み 
フ□ッピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセツトし、[確認]ボタンをクリックして 
ください。 


[設定済のセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セットした r セットアップパラメー女 FD 」 内のセットアップ情報ファイルが表示されます。 

( D インス!ルに使用するセットアップ情報ファイル 
をを選択ずる。 

I チェック I 

選択されたセットアップ情報ファイルに修正でき 
ないような問題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ve 「.3 J :> (前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度 r セットアッ 
プパラメー女 FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます0セットしたフ□、ソピーディスクを 
磕認してください。 

セットアップ情報ファイルを指をすると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの磕認、 
修正をちいまずか」というメッセージが表示されます。 

(2) 確認ずる場合は[磕認]ボタンを、確認せずにそのままインス!^ールを巧う場合は、[スキッ T ] 
ボタンをクリックずる。 

[磕認]ボタンをクリ、ソク^手順7へ進む 
[かが]ボタンをクリ V ク^ 手順8へ進む 



[プランクディスクをセットした場合] 

①[ファイルを: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するか、く A > キーを押ず。 

入カボックスが表示されます。 

(£) ファイルをを入力する。 

[オペレーティングシステムインストール メニュー] 
が表示されます。リスト(こは、装置がサポートして 
いる 0 S が表示されまず。 



③リストボックスから [W i n d 0 W S 
200 0] を選択する。 

[その他]を選択しないで < ださい。 


ExpressS 如〇シ U- ズ EXPRESSBUILDER Ver3jo(x-x Copyright(C) NEC Corporation 2002 


[ オペレーテイングシステムインストールメニュ ー 



その化 
戻る 


-ゎ卜7の.欄の乂力/?臨! 
テ.ィの W] のヴト月ン 
きおみI方ィのがトル 
奶 iOWJ •レ-ぶ 
"■かぶの作成 
"■かぶの■巧卜 
NEC わ‘:!-ルの]ヒ’- 
0S CD-ROM の]ヒ •- 
自田わかノアの聞を 
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目. OS のインストール中に設定する内容を 
磕認ずる。 

ストリーミングサーバ(こ標準装備の RAID 
コント日ーラ （ DS モデルの場含は Mylex 
ディスクアレイコント日ーラボード）じ関 
ずる設ををずる[アレイディスクの設走] 
画面が表示されまず。設定内容を確詔 
し、必要なら修正を行ってか6じ欠へ] 
ボクンをクリックしてください。 


次に [ NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要なら修正を 
巧ってからじ欠へ]ボタンをクリックして 
<ださい(画面中の r 対象マシン」は機種に 
よって表示が異なります。） 

以降、画面に表示される[夕へ]、[戻る]、 
[ M レフつボタンをクリックして設定を確認 
しなが5画面を進めてください。設を 
内容は'必要に応じて修正してください。 


<表巧例> 


DW テ■イ巧の設定！ Myle がイス巧心ロン阳-ラ 


7W テ.ィスクの臨 
RAID の巧が 
捏庶-ィ巧の脚 
Iド’好を構なするドイス巧致 
山’乂?をち巧ずる RA の 
5Y 巧-ドの窗定 
州中ドの狙* 


巧?？ RAID を®用ずる 


I 顆班 I I 巧へ] 


[ NEC 呈本 


術?》 

0 S の願 

/ r み妇ンの巧用方ミ去 

/ r みな wr (ま預巧 =*) 

フ?イ I トン方占の NTFS '~«<0 了州•-卜 
，■ピリ rw のち用 
インス Hwn 


IntemetStreamingServer 


Windows 2000 Server 


I 再読込 I I 巧へ I I WW I 


• 日 S をインストールずるパーティションは、必要最小限 W 上のサイズで確保してください。 

• r パーティションの使用方ま」で r 既をパーティションを使用ずる J を選択ずると、最初のパー 
ティション(保守用パーティションを除く）の情報はフォー マツ トをれ、ずべてなくなりま 
ず。それがのパーティションの情報は保持されまず。下図は、保守用パーティションが 
用意されている場合に情報が削除されるパーティションを示していまず。 


第1パーテイシヨン 

第2パーテイシヨン 

第3パーテイシヨン 

第4パーテイシヨン 

<保守用パーテイシヨン> 

保持 

削除 

保持 

m 


• セットアップの途中で 、 Windows 2000をインス!ルずる パーティシ ョンを設定ずる 
画面が表示されまず。このとき表示される先頭にある 16 MB の領域は、ストリーミンク’ 
ヴ ー/ (特有の構成情報や専用の ユーティリティ を保存ずるために使用される/ f ー ティシ ョン 
でず。この領域の削除は推奨しませんが、1 6 MB の領域を確保させたくない場合は、 
マニュアルセッ トアップでインス I ルを 巧って ください。 シーム レス セッ トアップでは 
削除でさません。 

• 「パーティションの使用方法」で r 新規に作成ずる J を選択したとき、「パーティション」の 
設定値は実韻域む上の値を指定しないでください。 

• 「パーティションサイズ」に2000 MBiy 列を指定した場合は NTFS へのコンパ’ートが必要でず。 

• 「パーティションサイズ」に 137 GBiy 上の値を設定しないでください。「エクスプ□—ラ J の 
プロパティ表示と「ディスク管理」の容量表示が不正となり、設定した全領域び使用でをな 
い場合がありまず。 

• 「パーティションの使用方ま J で r 既巧パーティションを使用ずる J を選巧したとき、流用 
ずるパーティションむ列(保守領域を除く）にパーティションが存在しなかった場合、その 
ディスクの最大領域を確おして Windows 2000をインス I ルしまず。 

• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のパーティションを残し 
たまま再インス!ルずることはでをません (6 己ページ参照）。 

• 設定内容に不正がある場合は、次の画面には進めません。 

• 前画面での設定の客との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直をなければな5ない 
場合もありまず。 
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•L 画 

• [NEC 基本情報]画面にある[再読込]ボタンをクリックすると、セ‘ソトアップ情報ファイル 
の選巧画面に戻ります。[再読込]ボタンは、 [NEC 基本情報]画面にのみあります。 

• [コン ピュータの役害 II ]画面にある[終了]ボタンをクリックすると、その後の設をはシーム 
レスセットアップの既を値を自動的に選巧して、インストールを行ぃます。 

設定を完了ずると自動的に再起動しまず。 

7. オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーす る。 

オプションの大容量記懦装置ドライバを 
インストールする塌合は、大容量記憶装置 
に添付されているフ□、ソピーディスクを 
フ□、ソピーディスクドライブじセットし、 

メッセージじ従って操作してください。 

8 . 追力□ずるアプリケーションをインストー 
ルずる。 

シームレスセットアップに対応している 
アプリケーションを追力□でインス I -ール 
ずる場含は、メッセージが表示されます。 

江メッセージに 従って CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 とセットアップパラメータ FD を CD-ROM 
ドライブとフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し 、 Windows S 000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライプ(こセットする。 

[ソ7トウ1ア使用許諾契約]画面が表示されます。 

10. よく読んでか6、同意ずる場合は、[同意 
します]ボ女ンをクリ 、ソク ずるかく F 8> 

キーを押ず。同意しない場含は、[同意 
しません]ボタンをクリックするかく F 3> 

キーを押す。 


w-OiM 

• 同意しないと、セットアップは後了し、 Windows 2000はインス!ルされません。 

• 「Netware 巧ゲートウエイ（とクライアント)ヴービス」をインス!ルずるように設定して 
いる場合は、最初の□グオン時に 「Netware 用ゲートウエイ（とクライアント)ヴービス」の 
詳細設定を巧ラよラに画面がポップアップされまず。適切な値を設定してください。 


11. NEC 基本情報で r サービスパックの適用」を[する]じした場含は、次の操作をずる。 

(D メッセージじ従って邮 indows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドライプか6取り化ず。 

② メッセージじ従って邮 indows 2000 Service Pack CD - ROM を CD - ROM ドライブにセット 
する。 

机 indows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システム(こ□グオン 
します。 W 上でシームレスセットアップを使ったセットアップは完了です。 

12. 本体標準装備のデパイスドライパのインス!-ールやセツトアップをする。 

詳しくは52ページを参照してくだきい。 



「大客 ■! 己腺■用 OEWFDJ をフロッピーディスク 
りこ巧入し 


ドライプに巧入してくださし、 


I 〇りI店了 I 


ii 加するアブ U ケーシヨンのインスIル 
巧巧を COROM またはフロッピーディスク 
ドライブに巧入して < ださし、 


I OK ~| I 色了 I 
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マニュアルセツトアップの詳細じついては、 「 EXPRESS 己 UILDER 」 に収録されているオン 
ラインドキュメント r インストレーシヨンサプリメントガイド」を参照してください。 


I H-O セットアップを完了した後に、已已ベージを参照して r システムのアップデート」を巧って 
B 重3 ください。 
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